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はじめに

ハナヤギウミヒドラモドキクラゲ属 （Genus 

Thecocodium） のクラゲは , 現在までに 3 種が正
式に報告されており（Bouillon et al., 2007）, 外
傘上の正軸部に見られる溝 , 外傘上の正軸部の
溝に埋もれた 4 本の触手 , 外傘上にある傘縁か
ら求心的に伸びる数本の線状の刺胞塊を有する
特徴がある . 3 種のうち , ハナヤギウミヒドラ

モドキクラゲ Thecocodium quadratum を含む 2

種は未成熟なクラゲを遊離させるが , 他の 1 種
の生殖体は真水母様体の子嚢であり , クラゲを
遊離させることはない . ハナヤギウミヒドラモ
ドキクラゲのポリプは , 過去にケニヤのモンバ
サからのみ報告されている（Werner, 1965, 1984; 

Jarms, 1987）. ハナヤギウミヒドラモドキクラ
ゲのクラゲは , ポリプから遊離した未成熟クラ
ゲを研究室において飼育した成熟個体が報告さ
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Abstract.  A medusa of a rare hydrozoan species Thecocodium quadratum (Werner, 
1965) (Hydrozoa, Anthomedusae, Ptilocodiidae) was collected as the second specimen 
of this species from Japan. It was compared morphologically with the other only one 
medusa specimen from Kuchinoerabu Island, Kagoshima Prefecture, Japan. 
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（要約 ）
　ハナヤギウミヒドラモドキクラゲ（ヒドロ虫綱 , 花クラゲ目 , ウミエラヒドラ科）のクラゲを長崎県
平戸市沿岸から 2011 年 8 月に 1 個体採取したので写真撮影し , 形態を記載するとともに , 海からの野生
個体として , 世界で初めて報告された鹿児島県口永良部島産の１個体と形態を比較した .



れているが（Jarms, 1987）, 海からの野生個体
は , これまでに世界で鹿児島県の口永良部島沿
岸の表層から 1 個体のみが記録されているだけ
の大変希少なヒドロクラゲであった（Kubota, 

1993）. 今回 , 長崎県平戸市田平町田平港にお
いて日本で 2 個体目の野生個体で , 良く成長し
た個体が , 2011 年に採取されたので , このクラ
ゲの形態を記載するとともに , 鹿児島県口永良
部島産個体の形態と比較する .

材料と方法

今回確認された個体は , 2011 年 8 月 16 日
に 長 崎 県 平 戸 市 田 平 町 田 平 港（33˚21′46″N; 
129˚34′38″E）で海面付近を浮遊しているところ
を熱帯魚用小型ネットですくいとった . 採取時
にこの海域には多くの鉢クラゲ類 , ヒドロクラ
ゲ類 , 有櫛動物が確認された . 採取直後に全体
形などの写真撮影をおこない , 5％塩化マンガ
ン溶液で麻酔後 , 5％海水ホルマリンで固定し
た . そして固定した数日後に各部の詳細な観察
をおこなった .

記　載

傘高 3.88㎜ , 傘径 4.10㎜（図 1）のよく成長
した個体で , 傘の頂点部分のゼリー層は厚かっ
た . 4 本の触手は外傘上の正軸部にある溝の部
分に埋もれていた（図 2）. 線状の刺胞塊が傘
縁周辺の隣り合う 2 触手間に 5 ～ 6 本 , 総数で
22 本確認された（図 2）. この線状の刺胞塊の
長さは均一ではなく , これに続く外傘上の刺胞
塊はわずか全部で数個のみしか確認されなかっ
た . 口唇は十字形で , その正軸部に刺胞塊が確
認された . オレンジ色の生殖巣は胃腔部間軸部
に発達していたが（図 1）, 雌雄の判別はでき
なかった．

世界で初めて記載された本種の野生個体は , 

傘高 2.0㎜ , 傘径 1.9㎜であり（Kubota, 1993）, 

本個体はそれよりも大型であった（表 1）. 本

個体の傘縁の線状刺胞塊の数は , 口永良部島産
の個体の 23 本（Kubota, 1993）よりわずかに 1

本少なかっただけだった . これに続く外傘上の
刺胞塊の数は , 口永良部島の個体は総数が 127

個と報告されているが（Kubota, 1993）, 長崎産
の個体は , 刺胞塊数はごく少数であった（表 1）. 

長崎産の個体は口永良部島産のものの約 2 倍の
大きさであったことから , 外傘上の刺胞塊数は
成長に従い減少する可能性が示唆された .  

久保田が南西諸島で実施した調査で , 口永

図 1. 　長崎県平戸市産のハナヤギウミヒドラモドキ
クラゲ（生体写真 , スケールは 1㎜）

Fig. 1.　Thecocodium quadratum from inshore waters at 
Hirado, Nagasaki Prefecture, Japan,  photographed 
in a living state. Scale bar = 1㎜ .

図 2.　ハナヤギウミヒドラモドキクラゲの触手と線
状の刺胞塊（図 1 の拡大）（生体写真 , スケール
は 1㎜）

Fig. 2.　Enlarged view of the same specimen of Fig. 1, 
showing a marginal tentacle and linear spurs of nema-
tocysts. Scale bar = 1㎜ .
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良部島においてのみ , ハナヤギウミヒドラモ
ドキクラゲとともにクビレケリカークラゲ
Koellikerina constricta が日本で初確認されてい
るが（Kubota, 2006）, 長崎県の佐世保市俵ヶ浦
町俵ヶ浦でも , このクラゲが確認されているこ
とから（久保田ほか , 2007; 秋山ほか , 2009）, 

この俵ヶ浦と今回 , ハナヤギウミヒドラモドキ
クラゲが確認された田平港を含む長崎県佐世保
市の九十九島周辺海域には , 南方からの暖流の
流れ込みが生じていることが考えられる . 
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表１. 2 個体の日本産ハナヤギウミヒドラモドキクラゲの形態比較 .
Table 1. Morphological comparison between two specimens of Thecocodium quadratum from Japan.

採取年
傘のサイズ (㎜ ) 傘縁の線状の刺

胞塊の数（本）
外傘上の刺胞塊

の数（個） 文献
傘高 傘径

1991 年 2.00 1.90 23 127 Kubota, 1993

2011 年 3.88 4.10 22 少数 本研究
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